
横地申 15 号 第２回団体交渉報告 

国府津運輸区における懲罰的日勤教育問題で２月１０日、ＪＲ東労組横浜地本は横地申１５

号第２回団体交渉を行いました。第 1 回交渉後、２月３日の日勤教育（３４日目）によって当

該組合員が病欠になった事態を受けて「事態が悪化している」ため議論しました。 
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組合 前回の交渉以後病欠となったが、横浜支社としての見解を示すこと。また、病欠に至っ

た原因と本人に確認したかを明らかにすること。 

会社 体調回復を最優先に考えている。原因の特定は療養中で負担をかけたくないため、本人

に確認できていない。区長近くの席配置だけが原因とは言い切れない。様々考えられる。 

組合 2 月 3 日の午前中は問題なく仕事をしていた。午後になりロッカーで頭を抱えて涙して

いる姿が複数目撃されている。2020 年 2 月に自ら命を落とした社員がいた。それと

同じ状況であった。一人では帰れないほどの精神状態になっていた。午後に過度なスト

レスを感じることがあったと考えるべきではないのか。 

会社 全く関係ないとは思っていない。必要な教育との認識。教育が過度なストレスを負荷

している認識はない。しかし、教育の過程で体調を崩したことは事実。 
 

組合 乗務復帰をさせるためにやっていくということでよいか。 

会社 乗務復帰を目指している。 

組合 見極めを（パワハラの加害者である）区長が直接やることが課題。副長でも指導でも 

そこは強く求める。 

パワハラの加害者区長である）が。副長がやることも可能なのではないか。本人の申

告に基づいて区長が直接見極めをやならないことを強く求める。 

 

会社 区長は最終的な判断を下す役割がある。その中で、区長がやることもあるが、副長や

指導がおこない区長に報告することもある。総合的に判断していく。 

原因は突き止める必要はあるが誰が聞くかにもよるし、どれが一番本人のためになる

か、慎重に考えて対応しコミュニケーションを取っていく。 
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